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勝浦市議会表彰
　特集記事第２４回は、勝浦
市議会表彰式についてお知ら
せします。

１．勝浦市立上野小学校２年生　１８名
　　該当する受賞の内容
　　千葉日報社主催「第３回ＣＨＩＢＡこども新聞コンクール」
　　「学級新聞小学校低学年部門」千葉県知事賞（受賞時　１年生）　
　　【表彰楯授与】　代表受賞者：渡邊　陽仁　さん
　　【メダル授与】　受　賞　者：上野小学校２年生全員
　　【お礼の言葉】　代　表　者：和佐間　杏奈　さん

表彰式
　　日時　令和３年３月２日　午後２時
　　場所　上野小学校　体育館

受賞者
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　勝浦市議会表彰は、
令和２年１月１日から
１２月３１日を対象に、
勝浦市内の小学校・中
学校の児童生徒等でス
ポーツ、学術、文化等
において、功績が顕著
な者を表彰する制度で、
今回は第３回の表彰式
となります。
　今年は、新型コロナ
ウイルス感染症予防対
策により、表彰式を議
場ではなく、各学校に
訪問して行いました。

２．勝浦市立興津小学校　鈴木　智士　さん
　　該当する受賞の内容
　　「令和２年度千葉県愛鳥週間ポスターコンクール」
　　優秀賞（県知事賞）

３．勝浦市立興津小学校　大野　一葉　さん
　　該当する受賞の内容
　　「令和２年度千葉県愛鳥週間ポスターコンクール」
　　優秀賞（県知事賞）
　　【お礼の言葉】　代表者：鈴木　智士　さん

表彰選考委員　委  員  長　 黒川　民雄
  　　　　   　 副委員長　磯野　典正
　　　　　　　委　　員　松﨑　栄二・戸坂　健一・岩瀬　洋男

表彰式
　　日時　令和３年３月２日　午後３時
　　場所　興津小学校　図書室

受賞者
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勝浦市の新年度予算が決まりました！
　令和３年度の当初予算が、３月市議会定例会で可決されました。
　当初予算は、その年度の骨格、市の財政の基本となる予算であり、市の一年間を方向付ける重要な
予算となります。予算審査特別委員会、各常任委員会、本会議で慎重に審議した結果、全ての予算案
が可決されました。
　一般会計当初予算の規模は、８８億８，６００万円で、前年度当初予算と比較して３．９％の増額と
なりました。
　特別会計当初予算の規模は、５６億８，５６８万円で、前年度当初予算と比較して４．７％の減額と
なりました。
　今後も限られた予算の公平かつ有効な配分について議論してまいります。

一般会計予算 ８８億８，６００万円

特別会計予算 ５６億８，５６８万円

予算総額 １４５億７，１６８万円

会　計　区　分
当　初　予　算　額

増減率 説　　　　明
令和 3 年度 令和２年度

一 般 会 計 ８８億８，６００万円 ８５億４，９００万円 ３．９％ 市の基本的な仕事をするため
の会計です

特 別 会 計 ５６億８，５６８万円 ５９億６，９２２万円 △４．７％
特定事業を行う場合に一般会
計と区分して経理をする必要
があるときに設ける会計です

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険
（事業勘定）

２２億６，４３９万円 ２２億１，９１６万円 ２．０％
被保険者の疾病、負傷、出産、
死亡などに際して、必要な保
険給付を行うための会計です

国民健康保険
（直営診療施設勘定）

６，５６９万円 ６，３９６万円 ２．７％
勝浦診療所において、被保険
者などに診療を行うための会
計です

後期高齢者医療 ３億２５０万円 ２億９，８７６万円 １．３％
主に７５歳以上の方を対象と
した後期高齢者医療制度の保
険料を徴収する事務などを行
うための会計です

介護保険 ２２億４，０２９万円 ２２億８，５３７万円 △２．０％
被保険者の要介護度などに応
じて、必要な保険給付を行う
ための会計です

水道事業 ８億１，２８２万円 １１億１９７万円 △２６．２％ 市内に給水をするために行う
水道事業の会計です

合　　計 １４５億７，１６８万円 １４５億１，８２２万円 ０．４％

会計別予算の内訳

※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。

詳細については、「広報かつうら４月号」の掲載をご覧ください。
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　令和３年度一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別
会計及び水道事業会計の予算等を審査するため、７人の委員による「予算審査特別委員会」
を設置しました。
　３月１２日、１５日及び１６日の３日間にわたり審査し、全会計の予算案が全員賛成で
原案のとおり可決。最終日の本会議に委員長報告され、全員賛成で可決されました。

質疑が集中した主な事業の質問と答弁（要約）

高齢者タクシー利用料助成事業
　質問：令和２年度の実証実験の結果をどう検証・分析されたのか？
　答弁：遠距離の方でも利用ができやすいように、１回の利用に使用枚数の制限を撤廃する。
　質問：検証期間を２年ではなく、１年にすべきではないか？
　答弁：１年間の実証期間で判断をしていきたい。
　質問：居住する地域により利用者の偏りがある。地域格差があり公正、公平と言えるか？
　答弁：公共交通、デマンドタクシー等、地域の交通ネットーワークと合わせて総合的に

利便性を含めて検討して改良したい。

ごみ袋販売補助事業
　質問：独占禁止法に抵触はしないか？
　答弁：製造事業者に補助金を入れて一律に金額を下げることは、問題はない。
　質問：システム上の制度に問題があり、証紙を下げることや配布等、もう一度立ち止まり、

改めて検討する必要があるのではないか？
　答弁：近隣市町の代金に近づけたいことが趣旨であるが、いろいろな方法を十分に検討し、

また議会に諮りながら、承認をいただいて実行していきたい。

学校給食費補助事業
　質問：一般財源を投入することは経常経費となる。市の財政を圧迫しないか？
　答弁：当初予算では、一般財源としているが、今後第３次新型コロナウイルス特例交付金

が活用できるように協議していく予定である。

上水道高料金対策事業
　質問：水道事業会計の県補助金及び一般会計補助金を繰り入れる理由は？
　答弁：平成 31 年度決算では赤字となり、これ以上使用者負担を求めることなく、水道

事業会計の健全化を維持し、事業運営に支障を生じさせないためである。
　質問：今後の補助金の見通しは？
　答弁：令和５年度までは、平均 4,200 万円の赤字が見込まれ、毎年 2,500 万円を目安に

一般会計操出を財政当局と協議していきたい。

委  員  長　寺尾重雄
副委員長　佐藤啓史
委　　員　岩瀬洋男　岩瀬義信　末吉定夫　戸坂健一　松﨑栄二
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令和３年３月定例会審議結果

◯３月定例会　会期　３月１日から３月１８日まで１８日間
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！

審議案件一覧 ◎全会一致　　○賛成多数　　×賛成少数

議案番号 件　　　　名 付託委員会 結 果

議案第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度勝浦市一般会計補正予算について） 承認◎

議案第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和２年度勝浦市一般会計補正予算について） 不承認×

議案第 ３ 号 勝浦市長の給与の特例に関する条例の制定について 総務文教 可決○

議案第 ４ 号 勝浦市個人情報保護条例及び勝浦市情報公開条例の一部を改正
する条例の制定について 総務文教 可決◎

議案第 ５ 号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎

議案第 ６ 号 勝浦市ふるさと応援寄附条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決◎

議案第 ７ 号 勝浦市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決◎

議案第 ８ 号 勝浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎

議案第 ９ 号 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎

議案第 10 号 勝浦市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎

議案第 11 号 勝浦市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を
定める条例等の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決◎

議案第 12 号 令和２年度勝浦市一般会計補正予算 総務文教 可決○

議案第 13 号 令和２年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決◎

議案第 14 号 令和２年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 産業厚生 可決◎

議案第 15 号 令和２年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決◎

議案第 16 号 令和３年度勝浦市一般会計予算 予算審査 可決◎

議案第 17 号 令和３年度勝浦市国民健康保険特別会計予算 予算審査 可決◎

議案第 18 号 令和３年度勝浦市後期高齢者医療特別会計予算 予算審査 可決◎

議案第 19 号 令和３年度勝浦市介護保険特別会計予算 予算審査 可決◎

議案第 20 号 令和３年度勝浦市水道事業会計予算 予算審査 可決◎

議案第 21 号 令和２年度勝浦市一般会計補正予算 可決◎

諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決◎

陳情第 １ 号 ７５歳以上の医療費窓口負担について原則１割負担の継続を求める陳情 産業厚生 不採択×

　議会報では、市民生活と深く関わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

議員提出議案

発議案第１号 議会の議員の議員報酬の減額に関する条例の制定について 否決×
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●トピックス　その１
令和２年度勝浦市一般会計補正予算の専決処分を不承認

議案第２号　専決処分の承認を求めることについて
　専決処分の内容は、（仮称）かつうら海中公園再生計画事業に関する地質調査業務及び測量
業務委託料について、国の地方創生拠点整備交付金を活用する事業であり、令和３年度中の
事業完了が条件となっていることから本年度中に事業を執行し建設に関する資料が必要に
なったため、緊急を要することから専決処分を行ったとの説明です。

○専決処分した予算額
　地質調査業務委託料　　５３９万円
　測量業務委託料　　　　１３２万円

○専決処分とは？
　地方公共団体の議会が議決または決定すべき事項を、特定の場合に限り、地方公共団体の
長が議会に代わって処理すること。

　令和３年２月５日付けで行われた専決処分は、審査の過程で、既に１２月議会に提案された
海中公園再生計画に関するものであるため、補正予算として議会に諮るべき事案である等の
意見があり、討論を経て採決され賛成少数で不承認となりました。
　このため市長は、地方自治法の規定により、速やかに必要と認める措置を講じその旨を議会
に報告するとされており、議会最終日に報告がありました。その内容は、市民に対し説明され
ました。（広報かつうら４月号）

●トピックス　その２
水道の高料金対策に、補助金４，３００万円

　勝浦市の水道事業は、人口及び大口需要者の減少に伴い、その営業収益が
減少傾向にあります。さらに浄水施設や配水設備の老朽化による更新が継続
的に必要な状況にあり、事業運営が厳しくなっています。これを受けて、料金
値上げを避けるために４，３００万円の補助金を拠出することとなりました。
　財源は、県の「市町村水道総合対策事業補助金」１，８００万円と「勝浦市
一般会計」からの補助金２，５００万円が充てられます。
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各常任委員会等の活動報告

産業厚生常任委員会

　産業厚生委員会には、議案第５号、議案第８号～議案第１１号の条例５件及び令和２年
度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算、令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算、
令和２年度勝浦市介護保険特別会計補正予算の３件、陳情１件が付託され、審議の結果、
最終日の本会議において、議案５号、議案第８号～議案第１１号は委員長報告のとおり可
決、陳情１件は不採択となりました。

総務文教常任委員会

・議案第　３号　勝浦市長の給与の特例に関する条例の制定について
・議案第　４号　勝浦市個人情報保護条例及び勝浦市情報公開条例の制定について
・議案第　６号　勝浦市ふるさと応援寄付条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第　７号　勝浦市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第１２号　令和２年度勝浦市一般会計補正予算

　以上５件について審議し、議案第４号、第６号、第７号の３件については全員賛成で、議
案第３号、第１２号の２件については、賛成多数で原案のとおり可決しました。

※審査の過程において各委員から、議案第１２号の一般会計補正予算について、多数の質疑
が出されました。特に、（仮称）かつうら海中公園再生計画事業については、本会議を含め、
質疑が集中しました。委員会では、審査に先立ち現地調査のための視察を要望し、現地で
の説明後、質疑を行いました。反対討論、賛成討論がありましたが、採決の結果は賛成多
数となり議案第１２号は可決しました。

　　最終日の本会議においても、委員長報告に対する質疑、反対討論（３人）賛成討論（３人）
を経て、その結果、賛成多数により可決しました。

【（仮称）かつうら海中公園再生計画事業費の内訳】
滞在型観光施設整備に係る設計、工事監理費、工事費　４億円

・委託料　　　　 　　３，１５０万円
・工事請負費　　 ３億６，８５０万円
※国庫補助金の地方創生拠点整備交付金
　２億円を充当

【現地視察の様子】
（仮称）かつうら海中公園再生計画事業の審査の

ため現地視察を実施しました。
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議会改革検討委員会

議会の「ⅠＣＴ化 」を検討
　国の内外を問わず、既存の事務や作業の「ＩＣＴ化」の流れは、更に加速する勢いです。
　情勢を受けて、議会の「ＩＣＴ化」を完了、または鋭意検討中とする自治体が全国各地に
多数あります。
　勝浦市議会議会改革検討委員会においても、議会の「ＩＣＴ化」
として「タブレット端末の導入」を検討することとしました。
　現在、議会や事務の効率化および費用削減の効果について、関連する
課題の調査や評価をするための「分科会」を設置して、検討を進めて
います。

分科会の構成（３名）
会長：狩野光一
委員：戸坂健一・渡辺ヒロ子
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浦
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

②
Ｊ
Ｒ
外
房
線
運
行
及
び
駅
構
内
の
安
全
・
利
便
の
確
保
に
つ
い
て

③｢

勝
浦
市
郷
土
資
料
室｣

の
開
設
計
画
に
つ
い
て　
　

久
我　

恵
子　

議
員

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

佐
藤　

啓
史　

議
員

①
し
尿
処
理
場
に
つ
い
て

②
郷
土
史
に
つ
い
て　

磯
野　

典
正　

議
員

①
児
童
虐
待
防
止
対
策
推
進
に
つ
い
て

②
空
き
家
対
策
推
進
に
つ
い
て　

3 月 5日
鈴 

木　

克 

己　

議
員

①
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
お
け
る
経
済
活
性
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
）
に
つ
い
て

岩
瀬　

洋
男　

議
員

①
勝
浦
市
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て　

戸
坂　

健
一　

議
員

①
第
２
期
勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て　

②
市
内
宿
泊
事
業
者
へ
の
支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

③
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
の
た
め
の
啓
蒙
の
必
要
性
に
つ
い
て

寺
尾　

重
雄　

議
員

①
脱
炭
素
社
会（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）へ
今
後
の
勝
浦
市
の
取
組
み
に
関
し
て

②
旧
勝
浦
高
校
校
舎
、
使
用
に
関
し
て　
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照川由美子議員

久我惠子議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
へ
の
支
援
策
に

つ
い
て

Ｑ
本
年
３
月
３
日
現
在
、

市
内
感
染
者
数
は
27
人
。
国

民
健
康
保
険
傷
病
手
当
金
の

支
給
等
、
生
計
支
援
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
？

Ａ
ア
ル
バ
イ
ト
や
非
正
規

で
働
く
人
が
多
い
状
況
を
踏

ま
え
、
該
当
者
が
速
や
か
に

申
請
で
き
る
よ
う
制
度
の
周

知
・
広
報
等
に
努
め
る
。

Ｑ
自
宅
療
養
者
及
び
そ
の

家
族
が
濃
厚
接
触
者
に
あ
た

る
場
合
、
買
い
物
等
外
出
が

で
き
な
く
な
る
が
支
援
対
策

を
ど
う
す
る
か
？

Ａ
県
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
い
方
へ
の
本
市

独
自
の
配
食
支
援
実
施
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
外
房
線
運
行
・
駅

構
内
の
安
全
利
便
確
保

に
つ
い
て

Ｑ
自
然
災
害
や
事
故
・
車

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Ｑ
日
本
国
内
で
も
２
月
か

ら
医
療
従
事
者
に
ワ
ク
チ
ン

の
先
行
接
種
が
始
ま
っ
た
。

勝
浦
市
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
様
に
な
る
の
か
お
聞
き

す
る
。

Ａ
65
歳
以
上
の
方
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
ク
ー
ポ
ン
の
発

送
は
、
４
月
中
旬
以
降
。
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
は
５
月
中
旬

か
ら
と
な
る
。
65
歳
以
上
の

方
へ
の
接
種
終
了
は
、
お
よ

そ
２
～
３
ヵ
月
か
か
る
見
込

み
。
そ
の
後
、
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
、
一
般
の
方
の
接
種

と
な
る
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

と
、
交
通
手
段
、
土
日
の
接

種
は
出
来
る
の
か
、
お
聞
き

す
る
。

内
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
、
多

発
す
る
野
生
生
物
に
よ
る
衝

撃
被
害
等
を
踏
ま
え
、
ワ
ン

マ
ン
運
行
の
安
全
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
？

Ａ
そ
れ
ら
の
事
故
対
応
や

通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
お
け

る
現
行
車
両
の
運
行
及
び
複

数
乗
務
体
制
の
維
持
を
夷
隅

郡
市
２
市
２
町
だ
け
で
な
く

鴨
川
市
に
も
声
を
か
け
、
強

く
要
望
活
動
し
て
い
く
。

Ｑ
高
齢
化
に
伴
い
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
な
い
駅
の
階
段
昇

降
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

ダ
イ
ヤ
を
維
持
し
、
構
造
上

可
能
な
興
津
駅
に
お
い
て
は

駅
舎
側
を
優
先
ホ
ー
ム
に
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
？

Ａ
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

利
用
負
担
軽
減
策
と
し
て

大
変
有
効
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
要
望
書
に
明
記
し
取
り

組
む
。

勝
浦
市
郷
土
資
料
室
の

開
設
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
資
料
の
集
約
・
保
管
は

興
津
集
会
所
２
階
と
な
っ
た

Ａ
65
歳
以
上
の
方
へ
の
接

種
は
集
団
接
種
を
予
定
し

て
い
る
為
「
勝
浦
市
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
キ
ュ
ス
テ
」
で

行
う
。
交
通
手
段
に
つ
い
て

は
、
意
向
調
査
の
結
果
を
参

考
に
、
よ
り
良
い
方
法
を
早

急
に
決
定
し
た
い
。そ
の
他
、

予
診
か
ら
接
種
ま
で
で
き
る

「
ワ
ク
チ
ン
バ
ス
」
の
導
入

も
検
討
し
て
い
る
。
土
日
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
実
施
の

方
向
で
医
師
会
と
協
議
し
て

い
る
。

Ｑ
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
記
録
を
管
理
す
る
「
ワ
ク

チ
ン
手
帳
」
が
必
要
と
考
え

る
。
導
入
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
お
聞
き
す
る
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
限
ら
ず
、
各
種

ワ
ク
チ
ン
の
管
理
が
出
来
る

の
で
、
導
入
に
向
け
て
早
急

に
検
討
す
る
。

Ｑ
様
々
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
情
報
を
「
ワ
ク
チ
ン
接
種

チ
ラ
シ
」
で
市
民
に
分
か
り

が
開
設
場
所
の
見
通
し
は
？

Ａ
検
討
の
結
果
、
施
設
を

新
た
に
建
設
す
る
こ
と
は
財

政
的
に
困
難
で
あ
り
、
市
立

図
書
館
１
階
の
学
習
室
を
改

修
し
設
置
し
た
い
と
考
え

る
。
糸
久
八
重
子
氏
か
ら
の

寄
付
金
を
活
用
し
、
５
月
改

修
工
事
着
工
、
９
月
に
開
設

を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
資
料
の
展
示
方
法
や
展

示
内
容
等
へ
の
お
考
え
は
？

Ａ
テ
ー
マ
を
決
め
企
画
展

と
す
る
。
年
３
回
程
の
サ
イ

ク
ル
で
展
示
物
を
入
れ
替
え

し
、
平
和
・
人
命
救
助
等
の

歴
史
、
郷
土
の
偉
人
に
関
す

る
資
料
や
文
化
財
の
展
示
を

検
討
し
て
い
る
。

易
く
周
知
を
す
る
考
え
は
あ

る
の
か
お
聞
き
す
る
。

Ａ
市
民
の
不
安
や
疑
問
に

つ
い
て
、
分
か
り
易
く
簡
潔

に
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

配
布
す
る
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
詐
欺
へ
の
対

応
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の

様
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
き
す
る
。

Ａ
接
種
会
場
で
、
詐
欺
防

止
の
チ
ラ
シ
や
啓
発
物
を
配

布
す
る
。
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に

行
動
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め

に
、
青
色
回
転
灯
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
強
化
を
す
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
詐
欺
だ
け
で
な

く
、
特
殊
詐
欺
全
般
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
一
人
も
被
害

者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
勝
浦

警
察
署
、
関
係
機
関
と
協
力

し
て
対
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。

新型車両（興津駅）
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佐藤啓史議員

磯野典正議員

し
尿
処
理
場
に
つ
い
て

Ｑ
今
後
も
市
単
独
で
い
く

の
か
、
共
同
処
理
す
る
の
か

今
後
の
方
針
を
お
聞
き
す

る
。Ａ

施
設
全
体
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
期
間
改
良
工
事

を
実
施
す
る
か
、
広
域
的

な
処
理
に
す
る
か
検
討
し
た

い
。Ｑ

勝
浦
市
以
外
の
夷
隅
郡

内
１
市
２
町
で
構
成
さ
れ
て

い
る
夷
隅
環
境
衛
生
組
合
で

共
同
処
理
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

Ａ
夷
隅
環
境
衛
生
組
合
の

活
用
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
申
し
入
れ
を
し

て
い
き
た
い
。

郷
土
史
に
つ
い
て

Ｑ
郷
土
史
を
学
ぶ
意
義
と

児
童
虐
待
防
止
対
策
推

進
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
に
お
け
る
児
童

虐
待
の
状
況
と
対
応
へ
の
基

本
姿
勢
に
つ
い
て

Ａ
相
談
対
応
に
あ
た
っ
た

案
件
は
平
成
30
年
度
５
件
、

令
和
元
年
度
12
件
で
あ
っ

た
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
期
す
る
よ
う
虐
待
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。
い
ざ
と
い
う
場
合
に

は
子
ど
も
の
安
全
を
最
優
先

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ
今
後
に
お
け
る
取
組
の

強
化
策
に
つ
い
て

Ａ
国
の
体
制
強
化
プ
ラ
ン

で
は
令
和
４
年
度
ま
で
に
全

国
の
市
町
村
に
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
の
設
置
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

今
後
、
調
査
・
研
究
を
し
て

い
く
。

必
要
性
に
つ
い
て
お
聞
き
す

る
。Ａ

郷
土
史
や
郷
土
の
偉
人

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
郷

土
愛
の
醸
成
、
ひ
い
て
は
国

際
理
解
の
推
進
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
。

Ｑ
市
内
守
谷
出
身
の
森
矗

昶
氏
を
郷
土
の
偉
人
と
し
て

学
校
教
育
に
お
い
て
取
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
市
民
に
周

知
す
る
た
め
に
も
森
矗
昶
氏

の
大
河
ド
ラ
マ
化
を
薦
め
る

こ
と
を
提
案
す
る
。

Ａ
今
後
関
係
各
部
署
と
連

携
し
、
大
河
ド
ラ
マ
に
限
ら

ず
、
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
広

く
周
知
を
図
れ
る
よ
う
検
討

す
る
。

Ｑ
市
内
芳
賀
出
身
の
君
塚

省
三
氏
が
名
を
連
ね
る
千
葉

県
最
初
の
民
権
派
政
治
結
社

と
言
わ
れ
る
以
文
会
（
夷
隅

郡
で
結
成
）
に
つ
い
て
、
そ

の
歴
史
史
実
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
、
学
校
教
育
の
中
で
学

Ｑ
虐
待
防
止
に
向
け
た
取

組
を
広
く
市
民
に
発
信
し
、

児
童
福
祉
法
や
児
童
虐
待

の
防
止
等
に
関
わ
る
法
律
と

い
っ
た
関
係
す
る
法
律
や
目

的
を
市
民
の
皆
様
に
浸
透
さ

せ
る
た
め
に
も
、
勝
浦
市
独

自
の
条
例
の
制
定
の
検
討

を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
？

Ａ
市
独
自
の
条
例
制
定
な

ど
の
方
向
性
検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
う
。

 

空
き
家
対
策
推
進
に

つ
い
て

Ｑ
現
在
の
空
き
家
の
数
と

そ
の
調
査
を
行
っ
た
時
期
・

調
査
方
法
は
？

Ａ
令
和
２
年
11
月
現
在
で

２
６
５
件
。
調
査
は
平
成
21

年
度
に
各
区
長
さ
ん
に
調
査

ぶ
と
と
も
に
、
市
民
に
周
知

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
？

Ａ
総
合
的
な
学
習
の
ほ

か
、
社
会
科
の
学
習
で
も
触

れ
る
取
組
も
学
校
に
投
げ
か

け
た
い
。
市
民
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
今
後
改
修
を
予

定
し
て
い
る
郷
土
資
料
室
等

も
活
用
し
た
い
。

Ｑ
若
者
が
政
治
に
関
心
を

持
ち
、
将
来
の
社
会
を
決
定

す
る
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

学
校
教
育
の
中
で
選
挙
に
つ

い
て
学
ぶ
主
権
者
教
育
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
？

Ａ
主
権
者
教
育
に
関
わ
る

内
容
相
互
の
関
連
を
図
り
、

横
断
的
な
視
点
に
立
っ
て
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
だ
。

を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
時
は
１
８
３
件
。
そ
の
後

平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
に

か
け
て
職
員
に
よ
る
現
状

調
査
を
行
い
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

Ｑ
他
市
で
は
空
き
家
予

備
軍
（
65
歳
以
上
の
高
齢

者
独
身
世
帯
）
の
家
や
マ
ン

シ
ョ
ン
を
お
持
ち
の
方
の
終

活
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）

を
進
め
る
際
に
家
の
問
題
も

含
め
て
い
る
。
勝
浦
市
の
今

後
の
対
策
は
？

Ａ
実
態
を
可
視
化
し
、
わ

か
り
や
す
い
状
態
を
つ
く
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
か
ら
始

め
て
、
状
況
を
確
認
し
て
、

段
階
的
に
対
策
を
講
じ
て
い

く
。
各
区
長
さ
ん
を
中
心
に

今
一
度
相
談
し
な
が
ら
対
策

し
て
い
き
た
い
。

森 矗 昶 氏
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令和元年度魅力市の様子

鈴木克己議員

岩瀬洋男議員

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

Ｑ
公
約
で
掲
げ
た
市
民
と

の
対
話
、
対
応
が
、
実
施
で

き
な
い
理
由
は
。

Ａ
市
民
の
声
を
直
接
伺
う

機
会
と
し
て
、「
巡
回
市
政

懇
談
会
」
の
開
催
を
予
定
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
を
踏
ま
え
会
議
の
開
催

を
見
合
わ
せ
た
。

Ｑ
地
区
別
懇
談
会
に
於
い

て
の
意
見
及
び
要
望
に
対
し

て
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

た
の
か
。

Ａ
対
象
事
業
に
係
る
実
施

予
定
の
有
無
の
ほ
か
、
予
算

確
保
、
調
査
、
関
係
者
調
整

等
が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て

は
、
対
応
に
時
間
を
要
す
る

旨
説
明
し
、
各
区
の
理
解
に

努
め
た
。

総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

Ｑ
令
和
５
年
度
を
初
年
度

と
す
る
勝
浦
市
総
合
計
画
の

策
定
が
始
ま
り
ま
す
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
ど
う

読
み
解
い
て
い
く
の
か
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
手

洗
い
、
マ
ス
ク
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、

移
住
定
住
の
価
値
観
の
変
化

な
ど
、
混
沌
と
す
る
社
会
の

中
で
策
定
を
少
し
後
ろ
に
ず

ら
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
。

Ａ
激
し
く
変
化
す
る
時
代

の
潮
流
や
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
に

掲
げ
る
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
、
基
本
構
想
期
間
12

年
、
基
本
計
画
及
び
実
施
計

Ｑ
市
長
は
、「
積
極
的
に

勝
浦
市
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
う
こ
と
」
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
行
動
と
今

後
の
対
応
は
。

Ａ
平
成
元
年
度
は
、
東
急

グ
ル
ー
プ
各
社
を
訪
問
、
行

川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地
開
発
予

定
の
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

本
社
を
訪
問
し
事
業
の
早
期

着
手
を
要
望
。
今
後
は
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
を
通
じ
、
積
極
的
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
に

お
け
る
経
済
活
性
事

業（
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
）

に
つ
い
て

Ｑ
第
４
次
実
施
計
画
か
ら
、

「
魅
力
市
」
が
削
除
さ
れ
て
い

る
。
削
除
に
至
っ
た
経
過
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
魅
力
市
は
、
一
日
の
み

の
開
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
効

果
が
限
定
的
で
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
、
年
一
回

の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
月
一
回
の

画
を
そ
れ
ぞ
れ
４
年
間
と
す

る
前
期
・
中
期
・
後
期
と
位

置
づ
け
、
時
代
の
変
化
に
対

応
す
る
実
効
性
の
高
い
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
分
野
が
同
じ
で
あ
っ
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ

て
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
地
域
別
の
計
画
も

必
要
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
身
近
な
地
域
を
単
位
と

し
た
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
し
て
勝
浦
・
興
津
・

上
野
・
総
野
の
４
地
区
の
地

域
づ
く
り
の
方
針
や
こ
れ
に

基
づ
く
事
業
を
掲
げ
た
地
区

別
計
画
策
定
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
近
隣
の
自
治
体
と
連
携

し
て
行
わ
れ
る
事
業
に
関
し

て
も
総
合
計
画
の
中
に
明
記

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
情
報
、
通
信
網
の
高
度

化
や
交
通
手
段
の
多
様
化
な

イ
ベ
ン
ト
「
か
つ
う
ら
朝
空

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
事
業
」
に

切
り
替
え
た
。

Ｑ
本
年
度
は
、
魅
力
市
が

削
除
さ
れ
産
業
ま
つ
り
的
な

イ
ベ
ン
ト
が
な
い
。
今
後
の

勝
浦
市
の
経
済
を
取
り
戻
す

た
め
、
大
型
の
産
業
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
が

考
え
は
。

Ａ
朝
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
効

果
分
析
や
実
行
委
員
会
で
協

議
し
、
今
後
、
関
係
者
と
協

議
し
復
活
い
ん
べ
や
ぁ
フ
ェ

ス
タ
を
考
え
て
い
る
。

ど
を
背
景
に
、
市
民
の
日
常

の
生
活
圏
が
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
行
政
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
、
広
域
的
な
視
点
に
た

っ
た
施
策
の
展
開
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
事
情
が

厳
し
さ
を
強
め
る
中
、
広
域

で
の
実
施
が
効
果
的
だ
と
認

め
ら
れ
る
高
規
格
な
道
路
、

上
水
道
、
ご
み
処
理
、
し
尿

処
理
場
な
ど
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
近
隣
市
町
と
の
積

極
的
な
連
携
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
期
基
本
計

画
、
実
施
計
画
に
あ
た
っ
て

は
、
広
域
的
な
事
業
も
含
め

て
策
定
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
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市
内
宿
泊
事
業
者
へ
の

支
援
制
度
の
創
出
に
つ

い
て

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

や
自
粛
に
よ
り
、
市
内
宿
泊

事
業
者
は
疲
弊
し
窮
地
に

立
っ
て
い
る
。
廃
業
や
休
業

を
考
え
る
事
業
者
も
多
い
。

今
こ
そ
真
面
目
に
頑
張
る
事

業
者
を
支
援
し
、
市
内
経
済

を
維
持
発
展
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
ず
、
市
内
宿
泊
事
業

者
へ
の
支
援
策
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
こ
れ
ま
で
国
、
県
の
支

援
策
と
の
連
携
に
よ
る
支
援

を
実
施
し
て
き
た
が
、
今
後

は
私
の
独
自
事
業
と
し
て
の

支
援
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
市
内
宿
泊
事
業
者
の
事

業
継
続
支
援
、
市
内
経
済
の

循
環
、
勝
浦
市
の
魅
力
再
発

見
を
目
的
と
し
た
、「
勝
浦

市
民
・
通
勤
通
学
者
限
定
の

市
内
宿
泊
補
助
事
業
」
を
実

脱
炭
素
社
会
（
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
に

つ
い
て

Ｑ
脱
炭
素
社
会
と
は
、「
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
が
実
質
ゼ
ロ
と

な
る
社
会
」
で
世
界
の
国
々

が
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

が
、
勝
浦
市
の
状
況
を
お
伺

い
し
ま
す
。

Ａ
本
市
が
脱
炭
素
社
会
へ

の
取
組
と
し
て
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
法
に
基
づ
い
た
、

「
勝
浦
市
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
実
行
計
画
事
務
事
業

編
」
を
策
定
し
、
平
成
22
年

か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
努
め
て
い
ま
す
。
環
境
意

識
の
啓
発
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
環
境
問
題
に
お
い
て
省

エ
ネ
住
宅
等
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

勝
浦
市
が
今
後
建
て
替
え

施
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
提
案
の
事
業
に
つ
い
て

は
単
に
宿
泊
事
業
者
へ
の
支

援
に
と
ど
ま
ら
ず
地
元
の
方

々
に
勝
浦
の
良
さ
を
再
認
識

し
て
頂
く
良
い
機
会
と
も
な

り
得
る
。是
非
検
討
し
た
い
。

Ｑ
友
好
都
市
で
あ
る
西
東

京
市
は
人
口
も
多
く
優
良
企

業
も
多
い
。
西
東
京
市
と
連

携
し
た
宿
泊
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
西
東
京
市
を
含
め
、
関

係
部
署
と
検
討
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
に
向
け
た
啓

発
に
つ
い
て

Ｑ
一
部
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る

不
安
を
煽
る
報
道
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
偏
っ
た
情
報
の
拡

散
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
不
安
を
感
じ
る
市
民
も
多

い
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
は

現
状
唯
一
の
対
抗
手
段
で
あ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民

が
抗
体
を
獲
得
す
る
事
が
重

要
だ
。
市
民
が
安
心
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
た
め

の
啓
発
活
動
実
施
の
必
要
性

を
予
定
し
て
い
る
市
営
住
宅

を
含
め
、
緊
急
避
難
所
等
の

公
共
施
設
に
電
力
確
保
の
た

め
の
太
陽
光
発
電
な
ど
の
取

組
へ
の
お
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
本
市
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
及
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率
化
、

最
適
化
を
図
る
と
と
も
に
太

陽
光
発
電
・
蓄
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
対
し
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

住
宅
に
関
し
て
、
断
熱
窓
へ

の
改
修
補
助
等
、
環
境
へ
の

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
他
の
市
町
村
で
は
、
災

害
時
に
活
用
可
能
な
電
気
自

動
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
等

を
公
用
車
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
ま
す
が
、
勝
浦
市
の
現

状
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
災
害
時
に
停
電
が
発
生

し
た
際
、
電
気
自
動
車
を
借

り
受
け
る
協
定
を
メ
ー
カ
ー

と
締
結
す
る
自
治
体
が
増

え
て
お
り
、
本
市
も
車
両
の

導
入
に
向
け
た
研
究
を
ぜ
ひ

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

を
伺
う
。

Ａ
確
か
な
情
報
に
基
づ
く

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
安
全

性
を
発
信
し
て
い
く
。

Ｑ
万
が
一
健
康
被
害
が
生

じ
た
場
合
の
健
康
被
害
救
済

制
度
に
つ
い
て
は
。

Ａ
国
が
定
め
た
予
防
接
種

健
康
被
害
救
済
制
度
が
あ

る
。
制
度
に
つ
い
て
周
知
す

る
。第

２
期
勝
浦
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
つ
い
て

Ｑ
商
工
業
に
つ
い
て
、
勝

浦
市
へ
の
移
住
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
だ
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、

市
有
地
や
民
間
遊
休
地
の
活

用
に
つ
い
て
公
募
し
て
は
。

Ａ
遊
休
地
の
活
用
を
公
募

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

す
。旧

勝
浦
若
潮
高
校
の

今
後
に
つ
い
て

Ｑ
旧
勝
浦
若
潮
高
校
の
校

舎
は
「
耐
震
診
断
」
が
ク
リ

ア
さ
れ
た
建
物
で
す
が
、
現

在
空
き
家
で
す
。
今
後
の
再

利
用
に
関
し
て
お
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
現
在
、
旧
勝
浦
若
潮
高

校
は
、
こ
ど
も
館
、
ひ
な
人

形
を
は
じ
め
と
す
る
各
課
の

資
材
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、

体
育
館
は
、
指
定
避
難
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
立
地
が
恵
ま
れ
て
い
る

校
舎
を
改
修
工
事
し
、
建
て

替
え
を
予
定
し
て
い
る
市
営

住
宅
に
す
る
と
い
う
か
ん
が

え
に
関
し
て
の
お
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
防
災
機
能
と
し
て
の
位

置
付
け
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

跡
地
活
用
基
本
計
画
の
見
直

し
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
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編 集 後 記

勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

お問い合わせは、勝浦市議会報編集委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp

　僕は、笑顔の絶えない看護師になりたいと思っ
ています。なぜなら、僕が入院をしているときに、
看護師さんから沢山の勇気をもらったからです。
一週間、病院で治療を受けているときは、辛いと
きもありました。しかし、看護師さんはいつでも
優しく、寄り添い、笑顔を与えてくれました。
　また、現在コロナで苦しんでいる人がいる中で、
少しでも医療現場の力になりたいと思い、より一
層、看護師への思いが強くなりました。多くの人
の心を救ってあげられる看護師になるため
に頑張ります。勝浦中学校　３年

髙
た か せ

瀨　蓮
れん

 さん

　「みんなのギカイ」を小中高校生・大学生の皆さんにも手にとっていただけるよう、「読みやすくしたい！」「特
集記事を興味ある内容にしたい！」と思いながら編集を続けてきました。こどもたちの未来は、勝浦市の未来で
もあります。きみの未来、あなたの未来に、希望と責任がもてる勝浦市議会でありたいと願いながら、編集後記
を書いています。
　今、手にしている皆様、ご家族・お子様にも「読んでみない？」と便りをお渡しください。次号より編集委員
が新たなメンバーになります。新たな風が吹くことを、どうぞご期待ください。

議会報編集委員会委員長　照川　由美子

議会のうごきについて報告します
（令和３年２月～４月）

きみの未来、あなたの未来

２月４日

８日
　　１５日
　　１６日

１９日

２２日

２４日

３月１日
　　２日

　

千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会
（千葉市）

議会改革検討委員会
議会改革検討委員会分科会

（オンライン研修参加）
南房総広域水道企業団運営協議会（大多喜町）
国民健康保険事業の運営に関する協議会
水道事業運営審議会
夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会

（いすみ市）
議会改革検討委員会分科会
千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会

（千葉市）
議会運営委員会・表彰選考委員会
全員説明会・議会改革検討委員会

３月定例会　本会議　初日
本会議
議会表彰式（上野小学校・興津小学校）

　４日
５日

８日
　　９日

１０日
１１日

１２・１５・１６日
１８日

２８日

４月７日

１４日

　　２１日
　　２３日

本会議　一般質問
本会議　一般質問
全員説明会
本会議　質疑
本会議　質疑
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
予算審査特別委員会
本会議　最終日　
議会運営委員会・議会報編集委員会
成人式

全員説明会・議会運営委員会
議会改革検討委員会分科会
４月臨時議会
議会運営委員会・議会報編集委員会
議会改革検討委員会
千葉県市議会議長会定期総会（千葉市）
観光商工審議会

議 会 の う ご き
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